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衝撃波頭の電気映像に反lます影響(第2報)
長田晋吾・池尻忠夫
The Influence of Impulsive Wave Front on the 
Electrical Figure. (Part H) 
Shingo NAGATA ， Tadao IKE]lRI 
In this experiment， electrical figures of four representative wave forms chopped at 
the taiI are obtained. These figures can be utilized for detection and caIibration of chopped 
waves which often rise from the flashover of the porcelain insulator and the operation of 
the arrestor. Also they are compared with figures obtained from ful1 waves， and some 
features can be observed. By making use of these features general decision about the 
wflve form of the impulsive voltage are possible. 
本報告は代表的四種の衝撃電圧波白波尾を殻断した波形を印加した場合C電気映像を求めたも
りであって，碍子類([)~結，避宮器類の動作によって起る撮断波の検出及び較正に対するー資料と
もなり得るものである。且つ全波印加の場合と比較し，そり特徴を明示する事が出来た。之によれ
ば，大略の判定を下すこともさほど困難とは思われない白
緒
?
本報告は前報告に示した各種衝撃電圧波形θ内，代表的む凹種の波形を選びj皮昆を蔵断したも
むについて電気映像を得たもので，その目的とする所は，碍子類む関絡，避電器類のIfJ作によって
起り得る設断波の検出及び、較正に対するー資料を得.る為である。向代表的巨H種類。波形に限定した
のは，第一報に述べたように波尾の影響があまり認められ宇，且つ中間に位する波形による特徴が
少く四種類の波形を以て全貌を知る事が出来ると思われるからである口
2 実験装置及び実験方法
実験に使用した衝撃電圧発生装置
は第1図に示す如くで，これは前報に
示した回路と金く同一である。但し本
実験では載断波を得る為に放軍抵抗に
球間隙及び衝撃電圧記録器を並列に挿
入して使用する。第2図は波尾戴断波
形C一例を示すもので各波形は (1) Fig 1 
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( 1 x 40)μS (0" 40) 1，5 (2 ~ 42) 1，5 (3" 40) 115 
時間紬は何れも lMC
(1 x 40)μs (2) (0 x 43)μs (3) (2 x 42)μs (4) (3 x 40)μsの全波を裁断したもののオツ
シログラムを示す。大1¥各蔽断点は波頂点で撤断しているのもあるが，波立員長の約60，. 80% 附近で
ある。向緩i1支E員の撤断に際し載断点にて振動が起ったので蓄電器の代りに電解j夜故j光穏を以て之に
代用させた所好結果が得られたので以後之を使用した。 実験方法は前報と総て同一-}j法により行つ
たので再述しないととにする。
3 電気映像形状の波形特性
斯かる議断波による正，負両映像の代表的例を第3図に示した。
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第3図に於て左より(1x 40)μS， (0 x 40)μS， (2 x 42)μS， (3 x 40)μsの撤断波に於ける
映像である。今前報告に於ける全波の場合と比較してみると映像の形から言えはイ可等差異はみとめ
られない口向/三角氏1)等:.:11の研究に認められているように変位電圧の芸具に闘する判定は或る程度
肯定する事が出来るが定量的に認知する事は測定の性質上不可能であった。
(2 ) 負 映 像
第3図に於ては左より順次(1x 40)μS， (0 x 40)μS， (2 x 42)μS， (3 x 40)μsの裁断波に
於ける映像である。前報告に於ける全波の場合と比較してみると，全波負映像の場合の負枝は屈曲
した不規則乱射状の校が映像周辺部分に於ては同周方向に長く進展しているものであったが戯断波
負映像の負枝は正則的に且東語状の形であって，全波映像では波頭長がゆるくなり従って波尾長が
長く印加電圧が低い程その存在を認め難かったが，裁断波ではこれと反対に急峻波頭の且高印加電
圧範囲で負校が消失するような結果が認められる。然して高印加電圧範囲になると先端技部分は完
全に消失して正映像の中心部に見られるような感光度の強い部分が残存するだけとなる。撤断波印
加の場合の負校の形状を詳細に観察してみると例えば急峻波高印加電圧範囲で負技の消失する状態
に就ても次第にその存在が不鮮明になって一様に漠然とした同形に退化して行くように見える。向
戯断波の負映像では中央竜脳端から負枝が発達するとは限ら宇治面局部火花枝を電似の如くにして
とれから放射状に直角に延びているo
負映像自身の形状は裁断波によってどんなに変化するかというととの方は正映像の場合と同じ
く余り変化を受けないようであるo唯印加電圧{尽く成像状態のものでは一層感光濃度が減じて対i底
的に負枝が目立って現われているのが認められる D 正則扇形映像になると全波臥l像と感光濃度の差
異の判断は難しい。全波映像の場合は比較的印加電圧c低い範囲を詳細に見ると，負映像の割目と
映像の外郭も割合に不鮮明で恰も鮮明な像に不鮮明な量形像が重昼しているように感ぜられる。被
断波の場合は，とのような範囲では幾分感光濃度の減十るのは以上の通りであるが，その割目及び
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廓は全波の場合より明瞭化する o !![lち全波明像に於て見られた不鮮明な像を除去した残部の像丈
なるとも考えられるのであるo 全波映像では印加波D波高値が大きくなると形状がく宇、れる傾向
あるが蔵断波では約9KV迄円形D輪廓を保っている。
4 結 言
以上の映像よりその結果を要約すると，正負両映像共波尾を載断することによって映像形状に
，耳元り立てて言う flr~V相具は認められないが，正映像D場合は全波印加の場合よりも，少し図形
急|峻になったような傾向に現れる白又負映像は割目及也、輪廓が明瞭となり且つ感光度が幾分減じ
いるのが判る。向負映像内部θ負枝は顕著な変化が現われているが，半径は変化せ宇全波の場合
大差ない。之等は略んど六角氏等の研究と一致するようである白波尾に振動を含む如き印加波の
像を知る事も之等P性質を明かにする上に興味あると思われるの"(.:'，比較対象c意味で続報にて
求する所存であるo
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